
15-5 カムイユカㇻ「ピㇼピㇼノイェクㇽ ピㇼピㇼ 

ノイェマッ（パウチョーチョパフㇺフㇺフㇺ） 

チロンヌㇷ゚ アイヌ コチャランケ」解説 

  

語り手：鍋澤ねぷき 

聞き手・解説：萱野茂 

 

萱野：えーと、なんたけ、その Iskar putu〔石狩川の河口〕のなんちゅう神様？ 

 

鍋澤：pirpir_noyekur pirpir_noyemat 〔ピㇼピンノイェクㇽ ピㇼピンノイェ

マッ〕あっこ道撒くべ、それ a=ye hine yak a=ye wa 〔それを言うそう

だ〕。 

 

萱野：pirpir...〔ピㇼピㇼ……〕 

 

鍋澤：...noyekur pirpir_noyemat〔……ノイェクㇽ ピㇼピンノイェマッ〕だ。 

 

萱野：その pirpirnoyekur pirpirnoyemat〔ピㇼピㇼイェクㇽ ピㇼピㇼノイェ

マッ〕という神様が魚を持ってきておったのが、 

 

鍋澤：うんうん、それ。 

 

萱野：魚だのに、その、１匹の魚を食ったからとて、アイヌに悪口を言われて、

私はこうやって川の縁に座ってアイヌさ caranke、談判つけているんだ

と一人の神様が言いましたというあれだな。 

それはキツネの神様ですね、cironnupkamuy。 

 

鍋澤：そうだそうだ、えーcironnupkamuy〔キツネの神〕。 


